























































































渡航の折に収集したカタログ等（とりわけ Alfred Fierro et Jean-Yves Sarazin, Le Paris des 
Lumières : Dʼaprès le plan de Turgot （1734︲1739）, RMN, 2005 （『啓蒙期のパリ』）と、Françoise 
Besse et Jérôme Godeau, Tableaux parisiens : Du Moyen Age à nos jours, six siècles de peinture en 





























































らである。特筆すべきは、ミュンヘンに旅する前の 1759年から 1761年の間にベロットが描いた 13
の景観図である。
　ウィーンが都市として遂げた発展のありさまをとりわけよく伝えているのは、『居城都市ウィーン』
に収められた、カール・シュッツ、ヨーハン・ツィーグラー、ラウレンツ・ヤンシャの 57の手彩色
銅版画（1779︲98）である。これらの銅版画は、当時大いに人気を博した。
　バロック時代のウィーンの様子は、言うまでもなく、もっと早くから銅版画に録されていた。例え
ばヨーゼフ・エマヌエル・フィッシャー、ヨーハン・アーダム・デルゼンバッハの手になる 1719年
の諸作品においては、当時の貴族文化が前面に出ている。以上 2種類のコレクションにより、成熟し
た貴族社会からますます都市性を増してゆく社会へとウィーンが変遷するさまが、良く辿れるのであ
る。
◆イタリア語圏と英語圏（鳥越）
　わたくしは 18世紀の英国文学を読むことから研究を始め、途中から近代の英仏独伊語圏に見られ
るヴェネツィアの表象史を研究し、近年になってローマの表象史も研究するようになった者である。
したがって、共同研究開始以前から 18世紀のヴェネツィアの景観図や風俗画にはかなり親しんでお
り、ローマとロンドンについても多少の都市景観図や風俗画を見たことがあった。しかし、これらの
都市生活の様子そのものを研究対象にしたのは、この共同研究が初めてで、そのこと自体が新鮮だっ
た。
　イタリアの都市生活を研究対象にするにあたって、当初、ローマ、ヴェネツィア、ナポリの 3都市
を候補にした。18世紀のヴェネツィアについては、多数の「風俗画」（広義）が描かれたことを知っ
ていたからであり、18世紀のローマについても少なからぬ「風俗画」が描かれたことが推測できた
からである。事実、その後の調査で、ヴェネツィアとローマは、18世紀のイタリア都市のなかで、
もっとも多数の都市景観図（そのなかに「風俗画」が含まれる）が描かれた都市であることが判明し
た。
　ナポリは、当時イタリア最大の人口を持ち、古典文学の記憶との結びつきが豊かで、外観・生活そ
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のものが魅力的な都市だったから、やはり多数の景観画が描かれた。しかし、残念ながら、ナポリに
所蔵されているこれらの絵画も、「グランドツアー」の土産として英国に所蔵されるようになった絵
画も、多くは個人蔵であり、美術館に所蔵されている場合にもほとんどデジタル化がなされていな
い。それゆえ、絵引の図版候補から外さざるをえなかった。
　ヴェネツィアについては、カナレット（ジョヴァンニ・アントニオ・カナール、1697︲1768）によ
る多数の景観図が英国の王室コレクションや大英博物館に所蔵され、デジタル化されたかたちで利用
可能であることが分かった。また、ガブリエル・ベッラ（1730︲99）の多数の風俗画を所蔵するクエ
リーニ・スタンパリア博物館（ヴェネツィア）が、自由に写真撮影をさせてくれるほか、デジタル画
像も利用させてくれるのが、ありがたい。
　ローマについては、この時代の各所の光景を 10巻 230点に及ぶ版画に残したジュゼッペ・ヴァー
ジ（1710︲82）の作品集を、良質のリプリント版で入手できた。また、その弟子だったピラネージ
（1720︲78）が残したローマ景観画集も入手できた。
　ヨーロッパの英語圏については、当初からロンドンに代表させることにしていた。ロンドンは、当
時ヨーロッパ最大かつ最先端の都市で、世界の富の多くを吸収している興味深い場所だったからであ
る。ロンドンについては、大英博物館とロンドン市博物館に所蔵されている「風俗画」のデジタル画
像が利用可能なので、ありがたい。
　上記の資料を中心に検討を加えて、ヴェネツィア、ローマ、ロンドンの 3都市について、絵引に使
用する「風俗画」をほぼ定めることができた。現在は、使用図版について解説・部分名称等の草稿を
作成中である。
（5）　今後の課題と展望（鳥越）
　今後の課題は、18世紀ヨーロッパ（仏・独・伊・英語圏）に関する生活絵引を作成・刊行するこ
とである。
　当初、この絵引は 2013年度末の刊行を目指していたが、資料収集についても、具体的方法論の策
定についても、いわば零からの出発だったので、結果として進行が遅れ、2014年度の刊行を目指
し、目下、草稿の執筆に取りかかっている。
　また当初は、18世紀ヨーロッパについて、屋外の公空間を取り扱う絵引に続いて、室内の私空間
を取り扱う 2巻目を編纂する計画を立てていた。しかし、調査の結果、ヴェネツィアを除くと、この
面に関する十分な資料は入手できないことが判明したので、2巻目の編纂は取りやめることとした。
　次期（2014年度～2016年度）には、18世紀のヨーロッパ生活絵引編纂に際して経験した資料の収
集・分析の方法を生かしながら、19世紀前期（フランス革命～1870年頃）のヨーロッパについて、
公空間を扱う「風俗画」資料を収集し、分析を加えて、絵引の刊行を目指したい。
　「ヨーロッパ」の範囲は、今期とおなじく、フランス語圏、ドイツ語圏、イタリア語圏、英語圏を
指すものとし、取り上げる都市としては、パリ、ベルリン、ミュンヘン、ウィーン、ローマ、ヴェネ
ツィア、ロンドンなどを考えている。
　使用予定の主な資料は、この時期に作成された絵画・版画のうち、それぞれの都市の建築物、広
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場、街路、水辺、公園などを、そこに集まる人々とともに描き出している作品である。
　建築物・広場・街路などの様子を、ヨーロッパ横断的に比較検討することにより、共通性と相違と
を浮かび上がらせて、当時のヨーロッパの生活への洞察を得ることを期待している。
